
１　主　　催 北海道高等学校体育連盟十勝支部、帯広アイスホッケー連盟

２　後　　援 帯広市教育委員会、(一財)帯広市文化スポーツ振興財団
帯広市スポーツ協会

３　当番校 帯広三条高等学校
　〒080-2473　帯広市西２３条南２丁目１２電話0155-37-5501

４　期　　日 令和２年１１月２５日(水)～２７日(金)　３日間
１１月２５日(水)
　　　　　１８：３０～２１：００　 　ゲームNo1
１１月２６日(木)
　　　　　１８：３０～２１：００ 　ゲームNo2
１１月２７日(金)
　　　　　１８：００～２０：３０　 　ゲームNo3
　　　　　２０：３０～　　閉会式（試合終了後、リンク上にて）

５　会　　場 帯広の森アイスアリーナ
　〒080-0856　　帯広市南町南７線５６番地　　電話0155-48-6256

６　競技規則 公益財団法人日本アイスホッケー連盟ならびに特別規定による

７　競技方法 別紙、競技方法による

８　参加申込 所定の登録選手名簿に必要事項を記入し、学校長印（公印）を押印の上、
参加料を添えて、１１月５日（木）の顧問会議までに申し込むこと。

９　参加料 １チーム２０，０００円

10　監督会議 １１月５日（木）　１５：００～　　　帯広三条高校　会議室

11　開会式 なし

12　閉会式 令和２年１１月２７日（金）　決勝終了後
　帯広の森アイスアリーナ　リンク上にて実施
　（時間がない場合は、帯広の森アイスアリーナ　２階ホワイエで実施）

13　その他 （１）事故防止の徹底を図り、特に以下の事項について注意すること。
　　１）ベンチ内での用具着用について、ドアマンは必ず

フルフェイスヘルメットを 着用すること。
　　２）女子マネージャーのベンチ入りは禁止とする。
　　３）ネックガードおよびヘルメット顎紐の着用を徹底すること。
（３）別紙「新型コロナウイルス感染症対応マニュアル」を遵守すること。
（２）本大会は全道選手権大会・全国選手権大会の地区予選である。

令和２年度　全十勝高校アイスホッケー選手権大会

実施要項
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(１) ３対３のサドンビクトリー方式による５分間の延長戦
(２) ５名によるＰＳＳ（ペナルティーショットシュートアウト）
(３) サドンビクトリー方式のＰＳＳ（ペナルティーショットシュートアウト）

（ただし、製氷はいれず、ワンウェイでの実施とする）
5 タイムアウトは１試合１回のみ３０秒とする。

6 その他
(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(７) 個人情報および肖像権に関して、以下のように取り扱う。

オフィシャルにあたっているチームは早めに準備すること。必要な物品は大会本部で受け
渡しを行う。試合終了後、オフィシャルボックスの中身を確認し、返却すること。なお、
ゲームシートも大会本部へ提出すること。

令和元年度　全十勝高校アイスホッケー選手権大会

競技方法

リーグ戦を行う。

IIHF国際競技規則に基づく。

試合時間は正味２０分とし、休憩は１０分とする。また、練習時間は１０分とする。

第３ピリオド終了時点で同点の場合は次の手順により勝敗を決定する。

申込時にメンバーを確定し以後の変更は認めない。ベンチ入りはＧＫを含め、２２名以内
とする。また、ベンチスタッフは６名以内とする。試合開始時の最少人数は６名とする。
オーダー用紙は試合開始３０分前までに大会本部へ提出すること。様式は指定しない。た
だし、登録選手が２２名以下のチームは不要とする。（ただしＧＫが３人以上の場合は提
出すること）

ＧＫについては１名でも可とするが、プレイヤーとの交替の猶予時間は認めない。なお、
交替したときのスケートはプレイヤースケートでも可とする。

ベンチはプログラムに記載してある内容を確認すること。リンクへの出入りは控室に近い
場所を使用すること。

⑤ 大会の映像・写真は、主催者の許可なく第三者がこれを使用すること（インターネッ
　ト上において画像や動画を配信することを含む）を禁止する。

⑥ 参加申込書の提出により、上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応する。

控室の鍵は各チームが責任を持って、事務室にて受け取り及び返却をすること。また、ベ
ンチを含め整理整頓と清掃に努めること。

第１回理事長杯争奪全十勝アイスホッケー大会の結果を元に、３チームの総当たり戦とす
る。

① 主催者は、個人情報の保護に関する法律および関連法令等を順守し個人情報を取り扱
　う。なお、参加申込書等より取得した個人情報は、大会の資格審査、プログラム編成
　及び結果（記録）発表、公式ホームページその他競技運営及びアイスホッケー競技に
　必要な連絡等に利用する。

② 本大会は、テレビ放送及びインターネット上で動画配信を行うことがある。
③ 大会の映像・写真・記事・競技結果（記録）等は、主催者および主催者が承認した第
　三者が大会運営及び宣伝等の目的で、大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、テレ
　ビ・ラジオ・新聞・雑誌・インターネット等の媒体に掲載することがある。

④ その他、主催者の許可に基づき、記念写真等が販売されることがある。


